
埼玉県立文書館 

令和３年度企画展 

〒330-0063 

さいたま市浦和区高砂 4-3-18 

電 話 048-865-0112 

ＦＡＸ 048-839-0539 

文書館ウェブサイトはこちら→ 

会 期 令和３年（2021）12 月 14 日（火） 

         ～令和 4年（2022）2 月 13 日（日） 

   

埼玉県マスコット 

コバトン 

 

主  催 埼玉県立文書館 

開 館 日 火曜日から日曜日まで 

      但し、毎週月曜日 

         12/29（水）～1/３（月） 

         2/11 日（金・祝日）は休館 

開館時間 9：00～17：00 

※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更する場合が

あります。詳細はウェブサイトで御確認ください。 

 

会  場 埼玉県立文書館 １階 展示室 

観 覧 料 無料 

交通案内 ＪＲ浦和駅から 西口下車徒歩 15 分 

      または国際興業バス「県庁前」下車 3分 

      ＪＲ中浦和駅から 下車徒歩 18分 

      または国際興業バス「県庁前」下車 3分 

 

彩の国 

埼玉県 

【 背 景 写 真 】 

太政官牒（小室家文書 5695） 『石剣考』（井上家文書 126） 

松山城蹟図（写）（小室家文書 740） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 展 示 構 成  

Ⅰ 集める  ～収集～ 

 好古家たちは、コレクションとしての古文書や、地域の歴史を探る記録などを収集・筆写していまし

た。本章では、好古家たちが集めた様々な史料を紹介します。 

Ⅱ 調べる  ～研究～ 

 好古家たちは、古物を収集すると同時に、好古家たちのネットワークを通して、それらの調査・研究

を進めていました。本章では、研究者としての視点で好古家を紹介していきます。 

Ⅲ 伝える  ～伝来～ 

 好古家たちが集めたものは、様々な経緯を経て現代へと伝えられてきました。本章では、近代以降

の文化財保存という視点に立って、好古家たちの動向を紹介します。 

 

【主な展示資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「好古家
こ う こ か

」とは、江戸時代後期から明治時代にかけて、古文書などの古物に関心を寄せ、それ

らの収集や研究に打ち込んだ人々のことです。埼玉県にも、比企郡
ひ き ぐ ん

番匠
ばんじょう

村（現ときがわ町）の

小室元
こむろげん

長
ちょう

や、大里郡
おおさとぐん

冑
かぶと

山
やま

村（現熊谷市）の根岸
ね ぎ し

武
たけ

香
か

など、多くの好古家が活躍しました。 

本展では、文書館が収蔵する資料のなかから、好古家たちが集めた古文書や、好古家たちにま

つわる資料を紹介し、古物と対話しながら活動した人々のまなざしと、好古家たちが後世へ遺
のこ

したもの（メッセージ）、伝えてきた想いについて御紹介します。 

太政官牒
だじょうかんちょう

 

小室家文書 5695 永久 5年(1117）2 月 20 日 

 

北条氏邦
ほうじょううじくに

書状 

小室家文書 5700 [天正 11年(1583)]5 月 17 日 

E.S.モースからの感謝状 

根岸家文書 5256 明治 16 年(1883） 

松浦
まつうら

武四郎
たけしろう

書簡 

根岸家文書 5057 [明治 9年(1875)]8 月 21 日 

意見上申書（ 百
ひゃく

穴
あな

保存ニ付） 

根岸家文書 3532 明治 21 年(1888）5 月 

 


